



















































































































  図１：舟型屋敷の概要（野本,1979より） 
     この図の上の方向に大井川がある 
 























































































































































・ Cバンド：「川の防災情報 Cバンド」で検索 
・ Xバンド：「XRAIN：で検索 
・ 7月1日よりCバンドMPレーダーも加わった拡大
試行版のリンクボタンもある． 
 
 きわめて強い降雨強度があった場合には都市域の
小河川が増水し，停滞する雨が降った場合にはそれ
に加えて大河川が増水する．そのときに川の様子を
見に行くのではなく，インターネットで「川の防災
情報 河川水位」で検索して，河川の水位を見てほ
しい．ここではん濫注意水位とは一般的には市長に
よる避難準備情報の発令の目安であるので，この水
位になったらすぐに逃げられるように準備（今して
いることを終え，ハザードマップや避難所を確認し
て，持ち物を集める）を始めてほしい．避難判断水
位は市長による避難勧告の目安であるが，この水位
になったら避難を開始してほしい．氾濫危険水位で
は市長による避難指示が出されるが，これは「避難
完了の確認指示」だと思ってほしい． 
 レーダーは細かな雨域をよくとらえ，しばらく見
ていると，いつぐらいから雨が降り出すのかも分か
るようになる．夏の夕立の10分程度の隙間を見つけ
てそれにあわせて濡れずに帰宅するために，レーダ
ーを見て目を肥やしておきたい． 
 バックトゥー・ザ・フューチャーという映画の中
で，博士は「後5秒で雨がやむ」と言って，未来（2015
年）の気象が秒単位で予測可能になることを伝えて
いる．私は次世代のレーダーを担うと期待されてい
るフェーズドアレイレーダーにその期待がかかって
いると思う．フェーズドアレイレーダーと現在のレ
ーダーの最大の違いは，現在のレーダーが機械的に
アンテナを回すのに対してフェーズドアレイレーダ
ーは電気的にアンテナの向きを変えることである．
機械よりも電気の方が圧倒的に早く制御することが
できるので，圧倒的に高い時間解像度で測定が可能
になる．現在，フェーズドアレイレーダーは大阪大
学，情報通信研究機構，東芝の三者連合によって開
発が進められており，また日本無線も独自に開発し
ている．フェーズドアレイレーダーによって高時間
解像度でゲリラ豪雨をとらえたデータからは上空の
雨粒群が落下して地上に雨をもたらせている様子が
測定されており，ゲリラ豪雨をもたらす雲のメカニ
ズム解明が期待されている．  
 
3.3 雷探知 
私たちは経験的に雷が豪雨の前兆と知っている．
科学的には，雷は上空の氷粒でできた雲が持つ電気
が地面や別の雲に運ばれる際に発生し，「上空の氷
粒でできた雲」は落下して融けて豪雨になるという
メカニズムで雷は豪雨の前兆である．しかし，雷も
大きな雷鳴があるものばかりではないし，山の向こ
う側の雷は気付きにくいものであるので，電波で雷
を探知することができれば，豪雨予測につながるの
ではないかと考えられる．私たちは，大阪大学の河
崎善一郎名誉教授らのグループが開発した雷探知装
置を利用して研究を進めている． 
雷は枝分かれするときに電波を発する．雷探知装
置ではこの電波を受信して雷が起こったことを知る．
位置は電波干渉法という方法で求める．電波干渉法
とは，図３のように1つの発生源からの電波を2つの
受信機で受信したときの時間遅れから，発生源の角
度を求める方法である．3つの受信機を東西と南北に
並べると，雷発生位置である電波の発生源の東西方
向の角度と南北方向の角度が分かる．さらにそれが2
セットあると交点が雷発生位置として特定できる． 
雷が分岐したり曲がったりしている方向の角度を
測定する方法を組み合わせて雷の発生位置が特定で
きるようになる． 
雷について，より勉強するためには河崎(2008)や高
橋(2009)が詳しい． 
私たちの最新の研究（千原ら 2016）では，レーダ
ーの偏波情報を用いて上空の霰（あられ）の空中に
おける粒子数を算定し，その粒子が氷晶に衝突する
ことで生じる電荷量を推定して，そこから電位・電
場を推定する手法を考案した．それを用いて推定さ
れる大気中の電場と実際の雷の進展を比較すると強
い電場の方向に雷が進展していく様子がとらえられ
ていた．このような研究を続けて雷の予測を行うこ
とが目標である． 
 
図３：電波干渉法による電波方向の特定のしくみ 
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4. おわりに 
 
本稿では，最初にいにしえの洪水に対する適応技
術として大井川流域における舟形屋敷について述べ，
その後レーダー，雷探知装置などの電波を使った豪
雨関連の現象を観測するシステムについての説明を
した．何の脈絡もないように思われるかもしれない
が，筆者としては温故知新のつもりで書いた．すな
わち，これからの適応型社会形成にとってレーダー
などのリモートセンサーや小型のスマート環境セン
サーは必須であろうし，その情報を伝える方法はイ
ンターネットが主流であろう．災害の元になるハザ
ードの発生は避けられないが，その先端技術を使っ
て命，資産，社会などを守ることができるような適
応型社会について議論したい． 
 
参考文献 
 
河崎善一郎（2008）；雷に魅せられて 〜カミナリ
博士、その謎を追う，化学同人，200pp. 
気象庁（2016a）：ホームページ 
http://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/chishiki_ondanka/p0
8.html 2016年8月アクセス 
気象庁（2016b）：ホームページ 
http://www.jma.go.jp/jma/kishou/info/heavyraintrend.h
tml 2016年8月アクセス 
国土交通省河川局（2006）；大井川水系河川整備基
本方針． 
高橋劭（2009）；雷の科学，東京大学出版会，271pp． 
千原拓馬・大石哲・小池雄大・小川まり子（2016）：  
偏波ドップラーレーダーと雷探知装置を用いた雷
雲内電荷電場推定手 法に関する研究，日本気象学
会2016年度春季大会，2016 
野本寛一（1979）：大井川 ーその風土と文化ー，
静岡新聞社，218 pp. 
深尾昌一郎・浜津享助（2009）：気象と大気のレー
ダーリモートセンシング 改訂第2版，京都大学学
術出版会． 
 
 
 
―106―
